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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・職員旅行（一泊旅行）について…日程： 3班･･･7/5（木）～7/6（金）

・納涼会について

　八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場
・作業療法士の臨床実習について
　7/2（月）～8/24（金）までの8週間、東北メディカル学院作業療法学科4年上田晃さんが実習予定。担当ケースは板橋雅勝様を予定。

・7/4（水）千葉学院看護学生5名の研修予定。
【研修案内】
・第2回院内研修　7/3（火）、7/4（水）17:30～18:30　会場：4階メモリアルホール

　テーマ：｢当院における精神医療サービスの在り方｣　講師：佐藤AOM

・看護グループ内研修　6月28日（木）　17:15～17:45　 会場：メンタル3階　会議室

勉強会内容：「救急対応」について　講師：西村SGM

救急対応は、月1回行う為、昨年参加した方も年に1回は出席すること。

【各種締切】
・7/3（火）月報
・7/9（月）経過録
・7/10（火）疾患別診療計画書

・8月　LASMI等の評価、転倒転落リスク

＜利用者様情報＞

デイケア
・二川目　健治様～数ヶ月ぶりに来所をしている。来所の理由は「来れそうだったから」と曖昧な理由を述べているが、青明舎でのモニタリングもあるとのことで来たようである。仕事については、就労継続支援A型の利用を続けていると話しているが、電子カルテの情報では仕事は休んでいるとの記載があり、報告内容がカルテ上の情報と食い違っている。デイケア利用については、「来れる時に来ようかな」と話しており、相談の場としてデイケアを使ってはどうかと提案をしている。疾患別診療計画書の確認とサインについては、外来受診時にしてほしいとのことで対応していく。病状については、「波があるね」と話しているが、自分なりに対処して、自制出来ているとのこと。
・前野　義勝　様～急遽外来受診をしたいと話しており、当院で整形外科から貰っている軟膏を処方してもらいたいと話している。急な外来受診は難しいことや、専門の科から処方してもらうように伝える。しかし、表情を硬くし、難色を示すことや納得できない様子があり、何度か説明を要している。デイケアで過ごす時間を減らそうとしている可能性もあるため、行動に注意していく。また、昼食を買いに行きたい等といって外に出ようとすることもあるため、事前に準備をしておくように今後も伝えていく。
・小泉　晋哉　様～12時まで欠席の連絡がなかったが、その後通所途中で具合が悪くなったため欠席したい旨の連絡がある。
・曽我　泰庸　様～本日は普段よりも遅い時間に来所しており、五戸行のバスに乗ったとのこと。数回に1回はバスの乗り間違いがある。また、ヒゲを伸ばしており、不潔な印象があるため、ヒゲを剃るように伝えていく。
・大下　伸治　様～グループホームの世話人より情報提供がある。体調が悪いとのことでデイケアを欠席したいと今朝話しており、具合が悪いのであれば内科を受診するように促し、鹿内内科を受診したとのこと。胃薬や栄養剤が処方となり、血液検査もしたとのこと。1週間後に結果が出る予定となっている。午前中は、活気が無い様子があり、30分程具合が悪いと静養室を利用している。
・松川　順子　様～昨日、退院に向けてサービス調整会議を行っている。7月上旬から中旬に退院の予定となっている。退院後の利用サービスは、週5回デイケア、土曜日に訪問看護、日曜日に青明舎の訪問を使う案が出ているが、毎日支援者が入ることで、精神的にきつくなる可能性があるため、利用頻度については今後調整する予定となっている。金銭面では、前回と同様社会福祉協議会「あっぷるハート」が支援していく予定となっている。デイケアの昼食代は、昼食費を管理しやすい「ひので」の利用が挙がっている。家賃の滞納が18万円あることやライフラインの普及が必要であり、この点は青明舎が調整を行っていく。生活福祉課の話では、生活保護費の返還が40万程あり、この点については退院後に調整していく予定となっている。入院治療では、作業療法の拒否等はなく、薬の飲み忘れもなく安定しているとのこと。
・浅坂　政美　様～昨日処方された薬代が自立支援で賄われないことを医事から説明されたが、理解できなかったとのこと。医事から情報を確認し、糖尿病と高血圧の治療薬が自立支援の適応にならなかったことを再度伝えている。今回は納得出来たようで、「ああ、そうか。ありがとう」と表情が和らいでいる。
・鈴木　知子　様～根地戸恵様が「○○さんが（外来患者様・共通の知人）電話してって言ってる」と話しており、困惑の表情を浮かべている。以前、付き合うべきか迷っているとの情報があったため、気乗りしないのであれば無理に付き合う必要がないことを助言すると、連絡を今はとらないでおきたいとのこと。根地戸様へは今後同様のやりとりや仲を取り持とうとすることは控えて頂きたいことを伝えている。その後、「やっぱり困っていることは相談しないとだめですね」と話し、解決したことでスッキリとした表情を見せている。
・田端　香織　様～作業療法でパソコン検定を行っている。それが完成すると大きな声で文章を読み上げている。今回周りにいたメンバーはその声を不快に思う人はいなかったが、場合によっては刺激が強い可能性があるため、大きな声を出しているときは控えて頂くように声をかけていく。
・成田　力大　様～当院外来に通院中で19歳のASDの方。本日、病院でサービス検討会が行われるが、その前に家族がデイケアを見学したいとPSWより情報提供がある。14時に来所予定であるため、慶長JGMが対応していく。
・浜辺　信明　様～前野義勝様に自分から話し掛ける事や、浅坂政美様の方をトントンと叩くことがあり、交流場面が広がっている。坂本秀男様とも仲がよく、似通った年齢の方との交流が多く見られる。

・高柳　和子　様～本日デイケアを利用している。前回の診察時にデイケア利用頻度の変更を主治医に相談したが、デイケアのスタッフと話し合うようにと指示がある。午後に対応していく。
・豊川　明男　様～10時過ぎに連絡があり、色々と準備等がありデイケアを休むと話している。最近欠席が多いことを指摘すると口をつぐんでいるが、精神的な疲労があるのではと尋ねると、デイケアの人口密集度の高さなどが負担であると話している。それだけが原因ではないとも話しており、口調は穏やかである。日中活動する必要性について伝え、本日は休養し、明日に向けて体調を整えるように助言をしている。グループホームの世話人には自分で報告するように伝えている。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～昨日帰荘後は日課は問題なく行うことが出来ていたとの情報提供gあある。本日のデイナイトケアでは飲水量が多く、1ℓ程度水を飲んでいる。レクダンスには参加しているが、目をつぶって体を動かしている。引き続き精神症状や飲水量に注意していく。
・倉石　ヨシエ様～本日で排便が無く3日間経過している。青風荘では単独で行動することが多く、杖を使用せずに階段を上り下りしているとのこと。デイナイトケアでも転倒に注意していく。
・板橋　利美　様～本日で排便がなく4日間経過していたが、午前中少量でたと話しており、満足した様子がある。
・倉橋　生子　様～作業療法中にぼんやりとしている事が多く、30分後から手を動かし始めている。特定スタッフには自分から声を掛けており、笑っていることもある。
ナイトケア
・下妻　康貴　様～腰の状態に関して、「ジクジクする」と話しており、湿気が多いとなるとのこと。天候以外の原因として、仕事で「ずっとしゃがんでいたから、それもある」と話している。痛い時は湿布などを貼らずに、自然に痛みがとれるとの事で、痛みがひどくなった時はスタッフに教えて欲しいことを伝えると頷いている。
〈事例検討〉
カンファレンスシート（鹿原　博夫様）

実施日：H30年6月28日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：紫葉　夏海

検討内容　計画・目標の評価

	氏名
	鹿原　博夫
	性別
	男
	年齢
	58
	生年月日
	S34年7月25日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

	本人希望
	現在の生活を維持したい

	入院歴
	計　2　回

①S60年頃 ～ 6ヶ月　埼玉県の精神科病院

②H11.6.3　～H16.7.24　青南病院

	通所歴
	　1回目
ナイトケア：H16.7.26～H30.5.7（週2回/火、木曜日）

デイケア：H30.5.7～現在（週3回/月、水、金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：アパート（さつき荘5号）

　　　　　　　　根城　西の沢
	家族構成：長兄（田面木　外久保）

電話あり

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	生活保護、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現状を維持した生活を送る。
	①独語を出さずに現実との区別が出来るようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①強い口調での独語で他者に不快感を与えない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①デイケアで休養しながら落ち着いて過ごす。強い口調での独語が始まった時には声がけをし現実検討を促す。

	
	②困った事や不安な事があった場合には生活状況を確認しながら、その都度相談する。
	②不安や困った事などがある際には早めに相談する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②不安や不満など、相談したい事をすぐに話す。自分から相談する事が無いため個別に声がけし様子観察をする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①強い口調での独語で他者に不快感を与えない。
	・デイケア利用中は、強い口調での独語は聴かれておらず、個室や階段の入り口に座って静かに過ごしている。スタッフや他利用者様から声を掛けられると表情穏やかに対応している。

・ナイトケアから変更する前後頃より、強い口調での独語は聞かれなくなっている。
・煙草の時間を守らずに行動していることがあるが、他者から不満を訴えられることはない。守っていない時にスタッフが介入すると「あっ」と話し、その場を離れている。

・達成度70％
	デイケアに移行してからも強い口調での独語が聞かれることはなく、安定した病状を維持している。しかし、煙草の時間を守らず行動しており、今後他者から指摘を受ける可能性がある。今後も目標計画を継続し、独語や行動によって他者へ不快感を与えることが無いよう介入していく。

	②不安や困った事などがある際には早めに相談する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	・5/7よりデイケア利用開始している。ぼんやりとしていることが多いが、スタッフの促しにて各種プログラムに参加しており、デイケアへ移行したことによる不安や問題は特にないと話している。
・本人電話を持っていない状態であり、以前から電話の契約を促しているが、「大丈夫」と話し、契約することはない。何かあった際には、むつ食品の公衆電話を利用しているとのこと。デイケアを欠席する時などの連絡は、来所時に直接連絡するようにしている。

・達成度40％
	自分から不安や困った事を話すことはなく、デイケアへ変更になる際にも相談は無かった。自分から積極的に相談し発言することが少ない為、今後も目標計画を継続し、スタッフから声を掛けながら不安や困った事の有無を確認し、問題の早期解消ができるように介入していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現状を維持した生活を送る。
	①独語を出さずに現実との区別が出来るようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①強い口調での独語で他者に不快感を与えない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①ナイトケアで休養しながら落ち着いて過ごす。強い口調での独語が始まった時には声がけをし現実検討を促す。

	
	②困った事や不安な事があった場合には生活状況を確認しながら、その都度相談する。
	②不安や困った事などがある際には早めに相談する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②不安や不満など、相談したい事をすぐに話す。自分から相談する事が無いため個別に声がけし様子観察をする。


